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　平成9年度に建設を進めていた福祉関

連施設が次々に完成しました。3月26日

休）には市庁舎にエレベーターが設置され

テープカットが、また4月2日㈱にはエ

ンゼル妻有（精神障害者入所授産施設）、

なごみの家（精神薄弱者通所授産施設）

の竣工式が行われました。これらの施設

の完成で、障害者の住みよい社会がまた

一歩前進しました。

一保健所・身瞳者センター

　　　　　と禽わせ

　　　薩害者との交流拠点に酎

　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
は
、
十
日
町

地
域
広
域
圏
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・

津
南
町
・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之

山
町
）
の
6
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

建
設
費
を
負
担
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
精
神
障
害
者
の
入
所
施
設
と
し

て
は
、
県
下
で
初
め
て
の
施
設
で
す
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
精
神
障
害
者
で

あ
る
程
度
の
作
業
能
力
が
あ
る
も
の

の
、
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人

た
ち
に
仕
事
の
場
と
社
会
参
加
に
必

要
な
訓
練
を
行
い
、
社
会
復
帰
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
約
3
億
3
千
万
円
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
3
階
建
て
、

延
床
面
積
1
、
2
1
1
㎡
。
定
員
は

20
人
で
す
。

　
施
設
の
概
要
を
見
る
と
1
階
に
車

、

』

灘庫
、
2
階
に
は
作
業
所
・
休
養
室
・

相
談
室
・
事
務
室
が
配
置
さ
れ
、
3

階
は
宿
泊
施
設
（
1
人
部
屋
1
6
室
、

2
人
部
屋
2
室
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
で
の
主
な
作
業
内
容
は
、

撚
糸
加
工
、
染
料
の
ビ
ン
洗
い
、
キ

ノ
コ
の
仕
上
げ
加
工
な
ど
で
す
。

　
施
設
を
運
営
す
る
の
は
、
社
会
福

祉
法
人
「
妻
有
福
祉
会
」
で
す
。
「
エ

ン
ゼ
ル
妻
有
」
は
、
今
後
精
神
障
害

者
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
会
や
支
援
者

の
拠
り
所
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
の
完
成

に
よ
り
昭
和
5
6
年
に
開
設
さ
れ
た
「
な

か
さ
わ
作
業
所
」
は
そ
の
使
命
を
終

え
、
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
ま
で
「
な
か
さ
わ
作
業
所
」
に
通

所
し
て
い
た
皆
さ
ん
は
、
現
在
「
エ

ン
ゼ
ル
妻
有
」
に
通
所
し
て
い
ま
す
。
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精
神
薄
弱
者
の
援
護
施
設
は
、
十

日
町
市
・
中
魚
沼
地
域
に
精
神
薄
弱

者
更
生
施
設
の
「
な
か
ま
の
家
（
川

西
町
）
」
と
、
無
認
可
小
規
模
作
業
所

の
「
つ
つ
じ
工
房
（
十
日
町
市
）
」
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
開
設
さ
れ
た
「
な
ご
み
の
家
」

は
、
「
な
か
ま
の
家
」
の
通
所
施
設
「
ア

ク
ト
」
と
、
無
認
可
小
規
模
作
業
所

「
つ
つ
じ
工
房
」
を
統
合
し
た
施
設

で
す
。
運
営
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
あ

か
ね
会
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。　

通
所
対
象
は
知
的
障
害
者
で
、
就

業
に
必
要
な
各
種
訓
練
を
行
い
、
知

的
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
約
3
億
円
で
、
国
県

の
補
助
金
と
十
日
町
市
・
川
西
町
・

津
南
町
・
中
里
村
の
各
市
町
村
が
負

担
金
を
出
し
合
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
定
員
は
4
0
人
で
す
。

　
施
設
の
概
要
を
見
て
み
る
と
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2
階
建
て
延

床
面
積
7
8
7
㎡
で
、
1
階
に
は
箱

折
な
ど
の
下
請
け
作
業
を
行
う
「
作

業
所
」
、
ク
ッ
キ
ー
や
パ
ン
を
製
造
す

る
「
菓
子
製
造
室
」
な
ど
の
授
産
作

業
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
食
堂
・
休
憩

灘

難
『㍗騙η

　嚇

室
・
事
務
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
階
に
は
会
議
室
の
ほ
か
に

「
喫
茶
室
」
が
設
け
ら
れ
、
コ
ー
ヒ

ー
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
「
な
ご
み
の
家
」
の
運
営
方
針
に

は
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
交
流
の
拠
点
は
2
階

に
配
置
し
た
「
喫
茶
室
」
で
す
。
近

く
に
お
い
で
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
「
障
害
者
や
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
に

よ
り
、
昨
年
1
1
月
か
ら
庁
舎
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
や
、
障
害
者
に
や
さ

し
い
各
種
改
善
工
事
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
一
昨
年
か
ら
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
障
害
者
や

高
齢
者
の
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
公
共
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
民
問
施

設
に
お
い
て
も
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

〈平成10年度改善予定箇所〉

　
今
回
公
共
施
設
で
行
わ
れ
た
改
善

は
、
市
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、

市
庁
舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
入
口
・

階
段
・
ス
ロ
ー
プ
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

設
置
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
用

ト
イ
レ
の
自
動
ド
ア
化
な
ど
で
す
。

ま
た
、
総
合
体
育
館
・
川
治
地
区
公

民
館
の
入
ロ
ド
ア
も
自
動
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
さ
れ
、
左
表
に
示
す
よ
う

な
各
種
公
共
施
設
で
障
害
者
や
高
齢

者
に
や
さ
し
い
改
善
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
事
業
の
ほ

か
に
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
障
害
者
・

高
齢
者
用
の
タ
ウ
ン
マ
ッ
プ
の
作
成

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
ウ
ン
マ

ッ
プ
は
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
日
常

生
活
の
中
で
よ
く
利
用
す
る
施
設
の

位
置
を
、
整
備
状
況
と
合
わ
せ
て
紹

介
す
る
も
の
で
、
2
千
5
百
部
を
制

作
し
障
害
者
等
に
配
布
す
る
予
定
で

す
。

改善箇所 整　備　内　容

市役駈
・車イス利胴者の議会傍聴席整備
・点字案内板設置（1階）

・洋式便器に取替え（各階〉　ほか

保　　健
センター

・市庁舎との連絡通路の段差解消

市民会館

・点字ブロックの設置
・洋式便器に取替え（各階〉

・ホール入口自動ドア化　ほか

川治地区

公民館
・点字ブロック設置

・障害者用トイレ設置　ほか

総　　合
8体育館

・駐車場からエレベーター進入道路の

段差解消
・屋内階段手すり設置

市　　民

体育館

・正面玄関自動ドア化
・玄関入日段差解消
・障害者用トイレ設置ほか

市　　民

プール
・入ロス四一プ等手すり設置
・車イス駐車場表示

博物館
・点字ブロック設置
・入ロスロープ及び屋内階段手すり設

置

公　　園
・障害者網トイレ設置（3か所）
・洋式便器に取替え（8か所〉
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日
聴
議
総
鹸
叢
麟
麹
墜
諺
§
癒
2
麟
鱒
懸
3
母
㈲
礁
開
催
惑
れ
ま
す
。
歩
行

謙
蒸
国
や
時
代
表
裳
パ
レ
ー
ド
な
ど
街
じ
ゅ
癒
が
美
灘
欝
毒
も
の
姿
で
あ
ふ

れ
ま
す
。
ま
た
3
日
に
は
姉
妹
都
市
耀
タ
ロ
罪
の
翻
懇
満
か
ら
届
い
た
鷲
嬰

グ
な
贈
り
物
、
ル
ヂ
ァ
（
木
製
の
舟
》
の
お
披
露
膝
麟
、
鱈
総
お
乳
ま
す
。
絹

の
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な
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で
は
の
催
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友
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誘
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ん
か
。

灘
獅
者
天
国
．

．
徳
ぽ
艶
準
か
灘
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
美

し
い
き
も
の
姿
に
簗
畿
総
麟
蝶
。
，
謬
麟
蘇

為
き
も
の
癒
街
を
歩
鱒
羅
霧
蒙
鍵
総
が
．
p
『

量
甦
　
き
・
雲
籍
潔
調
㈱
馨
戴
難
蒔
舗
懸

　
～
竿
後
窓
蒔
罰
懸

懸
と
二
ろ
添
懸
塗
～
β
、
高
翻
驚
．
蒙
～

・
2
（
濁
遜
遜
慧
、
駅
遙
璽

口
繹
・
馨
　
懸
欝
㈱
悪
瀬
嚢
懸
蕉
蒸
欝
鎌

　
r
舞
檬
、
縢
繋
灘
蒸
護
灘
｝
＆
フ
リ
書
窯

　
ー
購
譲
篠
．
醗
蒸
麹
江
、
人
力
箪
ほ
懸

『
畷
第
認
徊

き
載
の
の
盤
饗

　
　
　
ぎ
も
の
雄
歩
藤
灘
p

　
す
て
き
な
き
も
の
を
餐
し
認
し
ま
す
．

着
付
け
て
も
ら
っ
礎
後
ぽ
、
市
内
見
学
鞭
．

き
も
の
ま
つ
塑
灘
藻
彰
鵬
．
一
圏
馨
熔
過
ご

鯵
縷
浴
懸
鷹
．
．
錨
戴
講
．
叢
汰
を
誘
つ
て
参

蜘
し
諜
謎
ん
熱
．

賃
老
　
き
　
鱈
月
＄
網
㈲
藷
欝
灘
鱗
舗
分

簸
繋
後
縫
騰

羅
集
　
饗
　
嶽
癬
灘
麹
燃
繋
購
欝
ー
塾
）

璽
参
加
費
　
5
季
円
（
当
日
徴
取
、
着
付

　
け
．
昼
食
．
記
念
薄
藝
．
韓
鐘
薄
含
む
）

鷹
熟
幽
鼎
、
鑛
鞭
認
講
．
懲
酵
繋
鶴
麟
撫

　
綴
騒
叢
燃
魏
着
類
灘

　
・
用
惹
鴛
謁
繕
の
　
薗
鍵
蓑
縞
肌
じ
ゅ
麟
一

　
ん
、
，
糖
謙
ぽ
．
灘
灘
羅
縫
灘
溶
枚

’
ロ
申
し
込
み
－
篶
欝
隷
熊
馨
翼
鷹
遷
し
麺
い

　
懸
協
羅
麩
懇
鐵
蝶
麟
擁
　
認
纏
韮
、
ハ
雛
等

　
憾
講
難
謙
る
き
懸
㈱
欝
種
類
・
儀
購
・

　
矯
欝
F
欝
齢
・
難
議
灘
懇
灘
鯛
記
鞍
て
、

・
・
雛
國
町
甫
観
難
鰺
嚢
騰
蒙
鰹
↑
0
愈
騨

　
、
5
叢
麟
購
辮
繭
灘
驚
懇
灘
ー
謬
籔
4

　
懸
織
。
、

．
、
蒔
伐
薮
装
躍
．
雛
獲
鍵
、
『

　
　
　
　
　
　
　
参
加
灘
募
集

　
繍
発
涯
戸
繕
鰻
協
ガ
巻
纒
餐
蒔
伐
繋
嚢
鎌

　
　
　
　
　
　
　
け
ぷ
う
ら
ん

鷲
憐
ー
講
翻
驚
禄
糠
乱
忠
痩
織
㎏
を
実
鞭

移
謙
す
。
あ
鞍
瀧
も
時
代
劇
驚
畿
誕
く
る

讐
墨
藤
灘
馨
懸
鞭
霧
も
の
麟
撫
懸

盛
墜
幽
ぽ
て
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当
日
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罰
き

も
の
難
㊨
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ま
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顔
し
遜
み
、
4
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
十
瞬

　
購
薦
観
光
協
会
へ
。

灘
，
議
灘
、
訟
披
露
圃
武
騰

　
灘
繋
麹
翻
騰
蟻
繋
郷
蒲
認
懇
蒲
が
屡
爾

灘
⑬
叢
欝
鞭
認
懸
灘
欝
て
ル
叢
努
（
本
製

．
鹸
灘
繋
・
購
繕
懇
雛
欝
鍵
。
凝
灘
融
メ
懸
塑

薫
灘
驚
叢
灘
辮
謙
灘
醗
灘
披
露
目
試
を
叢

癒
灘
蒙
国
礁
懸
縢
課
灘
．
護
の
ほ
熱
灘
総

，
絹
騰
諜
覇
懇
結
縷
総
懸
難
嫁
都
癒
懇
欝
懇

磁
感
縷
蕎
鞠
産
撃
鑓
等
纈
縫
獲
溝
鶯
輝
藩

、
F
諜
塗
融

懸
，
誉
　
毒
』
轟
翻
灘
團
㈱
．

　
礁
後
⑧
時
齢
蕪
欝
麹
購
鑛
灘
総
難

鼠
ピ
蕊
お
』
欝
園
購
1
．
璽
嚢
逓
麟
．

騨
催
　
¢
　
鞠
産
滋
灘
灘
ー
懇
薫
灘
雛
灘

　
灘
辮
灘
纒
．
懇
繋
轟
蹴
．
灘
繍
翼
懸

　
－
懸
繍
．
感
縷
畿
猟
ス
薮
鞭
叢
．
灘
鞭
謬
お
、

』
』
、
藥
講
無
料
講
嚢
．
馨
灘
黙
叢
縢
ぽ
瀞

，
灘
幾
鱗
掘
勘
出
じ
鱗

－
雛
欝
難
講
2
蝦
鱒
蒙
霧
瀾
㈱

　
警
欝
鞠
懸
難
霊
薩
霧
懸
騰

　
鞍
・
総
圓
榊
繋
瀧
翻
磯
雛
懇
穫
懸
欝

叢
翻
灘
繭
麹
騰
雪
繋
嚢
総
購
鋤
獲

馨
懲
灘
．
鎌
灘
鑑
麹
総
驚
葛
－
態

藥
繕
灘
麟
鰭
暢

　
・
ー
鎌
響
染
獲
・
摺
嬢
灘
懲
・
絞
顯
叢

，
灘
、
繋
織
嶽
磯
難
験
譲
ー
嚢
舞
鎌
鞭
毯
ス

欝
繊
舞
継
灘
謙
隷
謙
灘
嚢
灘
嚢
灘
讃
面

灘
講
灘
灘
鑛
灘
縷
講
鰻
講
叢
騰
、

灘
欝
、
灘
鑛
翻
3
團
㈱
鑛
購
藩
購
翻
灘

　
類
繋
縫
響
灘
輔
灘
、

、
繍
灘
『
躍
・
難
懸
馨
、
灘
謙
園
騰
灘
叢
難

口
懸
懇
灘
　
塩
護
叉
森
灘
蕪
騰
．
、

鷺
嚢
．
費
灘
帯
懸
’

驚
鰹
銭
玉
5
醗
灘
麓
藁
姥
隷
鰹
獣

　
第
繕
籔
翻
塑
濠
灘
、
鰭

謬
ロ
辮
鯵
逃
議
　
縫
翻
鍵
綴
欝
諜
懸
醸
．
嚢
，
、
．

　
嚢
馨
添
溌
蒸
欝
麓
遜
溝
懸
薬
濾
叢
騰
．
…
，

　
諾
薩
接
辮
遜
桝
蕪
編
驚
辮
観
鑑
協
嚢
ま

　
溢
は
繋
灘
ス
憩
熱
繋
購
鍵
雛
窪
膨
受
嫉

　
縫
擦
．
織
，
．
鐙
驚
講
鴫
選
響
叢
赫
懇
撚
漢

　
農
災
係
（
纏
騒
劉
譲
墾
嚢
馨
）
諜
懸
麟
『

　
林
機
蒲
（
費
膿
ー
2
艶
2
の
）
庭
電
講

　
申
込
後
、
郵
便
振
替
業
会
費
を
納
入
蕊

　
て
く
だ
さ
い
。
〔
振
替
隣
座
〕
華
螂
ー
8

　
5
0
1
十
日
町
市
繋
歳
町
＄
ー
＄
藩
目

　
灘
叢
幾
灘
幾
糠
諜
鞠
塩
叢
又
森
撚
馨
騰

　
灘
離
灘
羅
．
鞍
灘
誉
葱
羅
ガ
タ
o

　
欝
馨
慰
潟
㎜
懸
蓮
擬
V
ー
量
6
羅
籔
3
、

難
罐

冒
犠

黙
、
覗

鱒
灘
騨

　
鑛灘懸

灘
鎌

鑛
・
、

．
慧
｝

螺



、戸
－
慮
旨

　
平
成
9
年
度
の
市
政
功
労
者
の
表
彰
式

が
3
月
3
1
日
㈹
市
役
所
で
行
わ
れ
、
2
0
人

の
皆
さ
ん
に
本
田
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
長
年
、
市
政
の

進
展
や
教
育
文
化
、
産
業
振
興
、
道
路
維

持
、
福
祉
な
ど
様
々
な
分
野
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

市
政
功
労
者
と
し
て
十
日
町
市
ほ
う
賞
規

則
に
基
づ
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

すまいざ
“》

曳

おめで“とう

20人の皆さんに市民ほう賞

▼
自
治
功
労

開
護
一
郎
さ
ん
（
7
3
歳
・
桑
原
）

春
川
千
昭
さ
ん
（
5
5
歳
・
西
枯
木
又
）

▼
教
育
文
化
功
労

庭
野
春
枝
さ
ん

　
　
　
（
61
歳
・
四
日
町
新
田
3
）

徳
永
久
美
子
さ
ん

　
　
　
（
6
3
歳
・
川
治
下
町
1
）

徳
永
義
雄
さ
ん

渡
辺
嘉
平
さ
ん

上
村
政
基
さ
ん

▼
産
業
振
興
功
労

根
津
博
さ
ん

（
5
9
歳
・
船
坂
）

（
5
6
歳
・
寿
町
2
）

（
72
歳
・
川
西
町
）

　
　
　
（
5
7
歳
・
本
町
6
の
2
）

　
藤
本
迫
則
さ
ん
（
6
3
歳
・
新
座
3
）

　
小
林
照
一
さ
ん
（
7
4
歳
・
城
之
古
2
）

　
池
田
辰
雄
さ
ん
（
6
8
歳
・
梅
沢
）

蕪
木
謙
藏
さ
ん
（
62
歳
・
駅
通
り
）

森
本
ス
ミ
ヱ
さ
ん

　
　
　
（
71
歳
・
昭
和
町
3
）

▼
道
路
維
持
功
労

小
林
辰
雄
さ
ん

　
　
　
（
6
9
歳
・
田
中
町
本
通
り
）

▼
福
祉
功
労

西
野
幸
雄
さ
ん
（
6
5
歳
・
田
川
町
3
）

庭
野
一
義
さ
ん

　
　
　
（
6
8
歳
・
本
町
7
の
2
）

▼
保
健
体
育
功
労

楯
澤
英
男
さ
ん
（
64
歳
・
寿
町
2
）

大
嶋
鴻
之
助
さ
ん
（
62
歳
・
本
町
4
）

▼
統
計
功
労

樋
口
歳
一
さ
ん
（
7
2
歳
・
大
石
）

▼
特
別
賞

田
中
啓
也
さ
ん
（
4
4
歳
・
住
吉
町
）

新
た
な
旅
立
ち

　
　
成
人
式
は

　
　
　
　
　
5
月
3
日
i

　
風
薫
る
季
節
、
十
日
町
市
成
人
式
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
日
　
時
　
5
月
3
日
㈲
午
前
1
1
時
～
午

後
o
時
1
5
分

■
会
　
場
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
－
1
）

■
該
当
者
　
昭
和
52
年
4
月
2
日
～
5
3
年

　
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

■
内
容

　
一
部
H
記
念
式
典

　
（
市
民
憲
章
朗
読
・
お
祝
い
の
こ
と
ば
）

　
二
部
“
成
人
の
つ
ど
い

■
そ
の
他
　
市
外
に
転
出
し
て
い
る
人
で

参
加
を
希
望
す
る
人
や
1
月
以
降
の
転

入
者
で
案
内
の
届
い
て
い
な
い
人
は
、

十
日
町
市
公
民
館
（
暦
5
7
1
5
0
1
1
）

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

5　　平成10年4月10日号

…
1
「

I
l
ξ
2

一

I
I
1

三
卜
孕
旨
≧

1
1
1
　

1

f
〔

漣
痛

1
多
置
き
『
1

1
ト
ト



灘蟹協力ください

※
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　
資
源
物
（
紙
類
）
の

収
集
は
ー
か
月
1
回
で

す
が
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ヘ
の
持
ち
込
み
は
日

曜
・
祭
日
・
1
2
月
31
日

～
1
月
3
日
を
除
い
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●ごみの分別と出し方

　
ご
み
の
収
集
日
は
町

と
に
決
め
ら
れ
て
い
ま

れ
た
日
に
自
分
の
町
内

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

た
、
ビ
ー
ル
び
ん
・
一

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
）
は

引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て

　
4
月
か
ら
カ
ッ
プ
め

ど
小
物
発
泡
ス
チ
ロ
ー

る
ご
み
か
ら
燃
え
な
い

蔵
庫
は
燃
え
な
い
粗
大

理
困
難
物
に
変
わ
り
ま

ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴

し
て
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
粗
大
ご
み
な

ど
を
自
分
で
搬
入
で
き

な
い
場
合
は
、
次
の
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
（
有
料
）
。

◆
㈲
十
日
町
廃
棄
物

　
　
　
　
　
清
掃
公
社

（
盈
52
1
3
7
6
3
）

◆
㈲
グ
リ
ー
ン
清
掃
社

（
盈
52
1
2
9
8
7
）

◆
㈲
宮
下
商
事

（
暦
52
1
5
4
0
0
）

区分 燃えるごみ 燃えないごみ 資源物　紙類
資源物

　鉄・アル錠類

主
　
な
　
も
　
の

生ごみ

布　類

革製品

木　類

紙おむつ類

びん・ガラス類

蛍光灯類

食器類（陶器類）

発泡スチロール
（小物）

その他燃えない

ごみ

古新聞

古雑誌

ダンボール

広告等のチラシ

牛乳パック

空　缶

　スチール

　アルミ

やかん・なべ

　（ホーローは

　　除く）

自転車

　ご
出み
しの
方

指定袋を使用
指定袋以外の

もの

それぞれごとに

ヒモで結んで出

す

小さいものは、

資源回収かごに

入れる

集
日
は
町
内
・
地
区
ご

れ
て
い
ま
す
。
決
め
ら

分
の
町
内
の
ご
み
ス
テ

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

び
ん
・
一
升
び
ん
（
リ

び
ん
）
は
酒
屋
さ
ん
に

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
な

ス
チ
ロ
ー
ル
は
、
燃
え

燃
え
な
い
ご
み
に
、
冷

な
い
粗
大
ご
み
か
ら
処

変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

は
必
ず
穴
を
あ
け
て
出

い
。

大
ご
み
な

搬
入
で
き
　
　
　
糖

、
次
の
業
　
　
　
隣

て
く
だ
さ
　
　
物
潔

※
リ
サ
イ
ク
ル

　
市
報
の
「
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ

て
く
だ
さ
い
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助

　
市
内
の
登
録
店
で
コ
ン
ポ
ス
ト
型
、

密
閉
型
、
消
滅
型
の
処
理
容
器
を
購

入
す
る
場
合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

つくろうきれいな環境蓬
　～第3回十臼町クり一ン作戦　・

今隼のタリーン作戦は、よ瞬広範囲懸効率

的にと論う考えに墓づき、驚田購地域広域圏

6市町村が圃時に実施します。きれ協嶽まち

づくOのために懇ひご参加くださ恥。

塵日時4月器圖㈱午前㊤時一・11時（集合

場所は妻有大橋付近河翔敷、町内単位の時

聞は各町内に一任）

o実施場所　各町内、国道パーキンダ、髭R・

ぽくほく線十日町駅前、東口公園、連絡地

下道、しんざ・美佐島駅、河州敷運動公園、

当閥高原ツゾート《の道、緑道一総合体育

館、妻有大橋付近河規敷、高山太子堂線、

国道253、矧治ドーテムぷ一ル通姿、城ケ丘

ぜ訟アランドほか。※メーン会場の妻脊大

橋付近河川敷響は花苗のプ潔ゼント、タイ

ズ癒どの催しを行憐謙す。

ロ聞騨合わせ　市民生活課生活環境係へ。

●自分で搬入する場合（有料）

区分 受　入　地 受入臼・時聞 手　数　料

※燃
燃え
える
るご
粗み
大
ご
み

焼却場（エコクリ

ーンセンター）

市内高田町6丁目
（市民プール近く）

　　費52－3924

月曜～土曜日

午前8時45分～午

後4時45分まで

㊥日曜・祭日・12月

　31日～1月3日
　は受入しません。

100kgまで　　　　300円

100kg超すごとに

　　　　　300円加算

埋
　
立
　
ご
　
み

霧谷埋立地

　川西町霧谷

問い合わせ先

　　智52－3924

月曜～土曜日

午前8時45分～午

後4時30分まで

㊧日曜・祭日・12月

　31日～1月3日
　は受入しません。

㊧冬期間は閉鎖に

　なります。高城

　沢で保管になり

　ます。

手数料

0．5t以下
　　車両1台あたり300円
0．5t超すごとに300円加算

冬季保管料車両1台あたり

0．5t以下　　　　　500円

0．5t超え1t以下　1，000円

1tを超えるもの
　車両最大積戴量に1，000

　円を乗じて得た額（1t
　未満の端数は1tとする）

※燃える粗大ごみ…布団、マットレス、畳、家具類、木の机・椅子など

　　　　　㊥家具・寝具類は金属を除いて搬入のこと。
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，
リ

　
3
月
31
日
付
け
と
4
月
1
日
付
け
で
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課
長
補
佐
級
以

上
の
異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
見
方
は
、
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

〈
特
別
職
〉
－
人

▼
助
役
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
長

　
柳
冨
士
雄

〈
課
長
級
〉
9
人

▼
議
会
事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
長
）
根

津
正
昭
▼
企
画
人
事
課
参
事
・
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合
へ
派
遣
（
商
工
観
光
課

長
補
佐
観
光
係
長
）
藤
巻
誠
▼
税
務
課
長

（
企
画
人
事
課
参
事
）
三
谷
尚
▼
商
工
観

光
課
長
（
企
画
人
事
課
企
画
室
長
）
竹
内

増
蔵
▼
社
会
教
育
課
長
・
公
民
館
長
・
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
館
長
（
税
務
課
長
）
関
ロ
弘
治
▼
博

物
館
長
・
文
化
財
課
長
（
博
物
館
長
・
文

化
財
課
長
文
化
財
第
一
係
長
）
風
間
栄
光

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委
員
会
書

記
長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

（
総
務
課
長
補
佐
文
書
統
計
係
長
・
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）
鈴
木
勝
司

▼
企
画
人
事
課
参
事
課
長
補
佐
（
企
画
人

事
課
長
補
佐
人
事
秘
書
係
長
）
池
田
春
夫

▼
総
務
課
参
事
工
事
検
査
員
（
建
設
課
参

事
課
長
補
佐
）
水
落
良
栄

〈
課
長
補
佐
級
〉
1
7
人

▼
総
務
課
長
補
佐
文
書
統
計
係
長
・
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
（
商
工
観
光

課
商
工
労
政
係
長
）
柳
邦
男
▼
農
林
課
長

補
佐
農
地
係
長
（
農
林
課
農
地
整
備
係
長
）

根
津
増
蔵
▼
商
工
観
光
課
長
補
佐
商
工
労

政
係
長
（
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
副
参
事
リ
ゾ

ー
ト
推
進
係
長
）
村
山
潤
▼
建
設
課
長
補

佐
（
下
水
道
課
長
補
佐
施
設
管
理
係
長
）

須
藤
健
二
▼
下
水
道
課
長
補
佐
施
設
管
理

係
長
（
区
画
整
理
課
長
補
佐
）
水
落
勝

▼
区
画
整
理
課
長
補
佐
（
農
林
課
長
補
佐

農
地
計
画
係
長
）
遠
田
良
一
▼
会
計
課
長

補
佐
出
納
係
長
（
市
民
生
活
課
副
参
事
国

民
年
金
係
長
）
涌
井
ミ
チ
▼
企
画
人
事
課

副
参
事
広
報
広
聴
係
長
（
企
画
人
事
課
広

報
広
聴
係
長
）
宇
都
宮
正
人
▼
総
務
課
副

参
事
財
政
係
長
（
総
務
課
財
政
係
長
）
上

原
伸
［
▼
税
務
課
副
参
事
市
民
税
係
長

（
建
設
課
副
参
事
用
地
係
長
）
春
日
勝

▼
税
務
課
副
参
事
資
産
税
係
長
（
税
務
課

資
産
税
係
長
）
大
ロ
守
一
▼
健
康
福
祉
課

副
参
事
児
童
家
庭
係
長
（
下
水
道
課
事
務

係
長
）
滝
沢
ヨ
ウ
コ
▼
健
康
福
祉
課
副
参

事
川
治
保
育
所
長
・
つ
く
し
園
長
（
西
保

育
所
長
）
村
山
千
恵
子
▼
建
設
課
克
雪
利

雪
対
策
室
副
参
事
克
雪
係
長
（
建
設
課
都

市
計
画
係
長
）
登
坂
恒
宣
▼
下
水
道
課
副

参
事
事
務
係
長
（
税
務
課
副
参
事
市
民
税

係
長
）
小
海
勇
▼
区
画
整
理
課
副
参
事
事

業
第
二
係
長
（
区
画
整
理
課
事
業
第
二
係

長
）
福
崎
良
昭
▼
文
化
財
課
副
参
事
文
化

財
係
長
・
博
物
館
副
参
事
（
文
化
財
課
文

化
財
第
二
係
長
）
阿
部
恭
平

〔
退
職
者
〕
1
5
人

▼
大
関
和
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
村
山

常
治
（
企
画
人
事
課
参
事
）
▼
生
越
誠
（
監

査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委
員
会
書
記

長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
）

▼
田
村
邦
夫
（
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長
・

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
▼
矢
ロ
辰
幸

（
社
会
教
育
課
長
・
公
民
館
長
…
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
へ
転
出
）
▼
中
澤
宏

（
総
務
課
参
事
工
事
検
査
員
）
▼
池
田
信

子
（
会
計
課
長
補
佐
出
納
係
長
）
▼
水
落

昭
夫
（
公
民
館
中
条
地
区
館
長
補
佐
）

▼
太
田
勇
二
（
総
務
課
財
政
係
主
任
…
新

潟
県
へ
転
出
）
▼
高
橋
正
一
（
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
自
動
車
運
転
手
…
十
日

町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
へ
転
出
）

▼
小
山
賢
一
郎
（
北
原
保
育
所
主
任
給
食

調
理
員
）
▼
村
山
栄
蔵
（
中
央
学
校
給
食

共
同
調
理
場
主
任
給
食
調
理
員
兼
汽
か
ん

員
）
▼
池
田
賢
万
（
中
条
小
学
校
用
務
員
）

▼
山
ロ
義
夫
（
馬
場
小
学
校
用
務
員
）

▼
春
日
武
（
南
中
学
校
用
務
員
）

〈
消
防
長
〉
－
人

▼
消
防
監
・
消
防
長
・
組
合
事
務
局
長
（
十

日
町
市
よ
り
）
矢
口
辰
幸

〈
課
長
級
〉
6
人

▼
組
合
事
務
局
企
画
振
興
課
長
（
十
日
町

市
よ
り
）
藤
巻
誠
▼
消
防
本
部
次
長
・
総

務
課
長
（
総
務
課
長
）
小
林
勝
美
▼
消
防

署
長
・
警
防
課
長
（
予
防
課
長
）
斎
木
薫

夫
▼
消
防
司
令
長
・
予
防
課
長
（
消
防
司

令
・
西
分
署
長
）
小
澤
勝
義
▼
消
防
司
令

長
・
消
防
署
副
署
長
・
小
隊
長
（
消
防
司

令
・
小
隊
長
）
佐
藤
敏
夫
▼
消
防
司
令
長
・

西
分
署
長
（
消
防
司
令
・
警
防
課
長
補
佐

警
防
係
長
）
斎
木
勘
治

〈
課
長
補
佐
級
〉
4
人

▼
総
務
課
長
補
佐
消
防
団
係
長
（
総
務
課

長
補
佐
庶
務
係
長
）
樋
ロ
進
▼
警
防
課
長

補
佐
警
防
係
長
（
小
隊
長
・
警
防
課
長
補

佐
）
根
津
征
吉
▼
消
防
司
令
・
小
隊
長
・

警
防
課
長
補
佐
（
消
防
司
令
補
・
副
小
隊

長
・
総
務
課
文
書
広
報
係
長
）
江
村
久

▼
消
防
司
令
（
消
防
司
令
補
）
丸
山
武
男

〔
退
職
者
〕
4
人

▼
村
山
悦
司
（
消
防
監
・
消
防
長
・
組
合

事
務
局
長
）
▼
中
島
松
雄
（
消
防
本
部
次

長
・
警
防
課
長
・
消
防
署
長
）
▼
三
谷
尚

（
組
合
事
務
局
企
画
振
興
課
長
…
十
日
町

市
へ
）
▼
村
山
郁
夫
（
組
合
事
務
局
企
画

振
興
課
企
画
振
興
係
主
査
…
津
南
町
へ
）

〈
課
長
級
〉
－
人

▼
事
務
局
長
（
事
務
局
参
事
次
長
・
業
務

第
一
係
長
）
小
川
周
策

〈
課
長
補
佐
級
〉
1
人

▼
事
務
局
次
長
・
業
務
第
二
係
長
（
事
務

局
副
参
事
業
務
第
二
係
長
）
高
橋
武
夫

〔
退
職
者
〕
2
人

▼
村
山
常
治
（
事
務
局
長
…
十
日
町
市
へ
）

▼
曽
根
一
真
（
事
務
局
業
務
第
一
係
自
動

車
運
転
手
兼
作
業
員
…
十
日
町
市
へ
）

　3月25日に平成10年の地価公示が発表されま
した。地価公示は、都市計画区域内の各地域で

標準的な使われ方をしている土地（標準地）を

選んでその適正な土地価格を公表し、土地売買

の目安にしてもらうものです。

　また、地価公示価格は不動産鑑定評価を行う

場合や、公共用地などを買う場合の基準とされ

るほか、知事が国土利用計画法に基づいて土地

売買等の届け出があった土地の取引価格の審査

をする時の基準にもされ、適正な地価の形成に

大きな役割を果たしています。

〈公示価格を売買の参考に〉

　土地の形状、道路条件、駅からの距離などを

標準地と比較すれば、対象地のおおよその価格

が分かります。売買の時には、まず地価公示価

格を調べて目安にしてください。また地価公示

のほか、県では市内（宅地7か所、山林1か所）

の地価調査を実施していますので、この価格も

参考にしてください。

〈市役所で閲覧できます〉

　標準地の地価、標準地が接する道路の種類、

幅員、標準地の周辺の土地利用状況等を細かく

記載した地価公示の関係書面は、市役所に県内

すべてのものがそろえてあり、だれでも見るこ

とができます。

■問い合わせ

　企画人事課企画係（岱57　3111）へ。

〈市内の地価公示価格〉（平成10年1月1日現在価格）

標
　
準
　
地

所　　　　　　　在 価格円／m2

字西浦寅甲73　　（西浦町東） 68，700

住吉町135　　　　　　（島） 39，600

寿町2丁目2－28　　（寿町2） 60，600

字西三ノ町寅甲17－1　（本町3） 196，000

字道下549外　　（本町1上） 93，300
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議

会

■
事

務

局
（
局
曇
根
津
正
昭
次
長
・
桑
原
功
）
…
…
…
議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

1

il

多

I
I

…I

旨
き
l
l
ll
匡

1｝轟
li　
β
卜
「

；
…
｛

…
多

r

　　　　　　灘　　　　灘　　　縫　騒灘　　饗籟

　　灘　雛欝灘獲灘

■
企
画
人
事
課

「
東
葦
務
所

　ド「一総
工

事

検務
査

員課

■
税

務

課

■
市
民
生
活
課

■
健
康
福
祉
課

　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

■
農

林

課

■
商
工
観
光
課

■
建
　
　
設
　
　
課

［
蕃
利
雪
対
策
室

p
■
塵
一
　
　
　
　
　
　
畳
1
㌧

鍵
黙
鯖
謙
購
｝
饗
騨
無
謙
権
獣
継
繋
韓
計
画

（
所
長
H
樋
口
一
雄
）
…
・
…
…
…
・
．
．
…
・
…
…
…
…
…
…
中
央
機
関
と
の
連
絡
調
整
・
情
報
収
集
、
物
産
及
び
観
光
の
紹
介
・
宣
伝

〔
灘
鮒
山
難
〕

（
検
査
員
H
水
落
良
栄
）

〔
欝
響
轟

〔
礫
雛
貞
卯
〕

〔
礫
縢
新
維
〕

〔
礫
繍
灘
ヲ

　
　
総
務
管
理
係
…
－
市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
庁
舎
管
理

　
　
文
書
統
計
係
…
…
市
議
会
議
案
、
例
規
審
査
、
文
書
収
受
・
発
送
、
統
計

　
　
財
　
　
政
　
　
係
・
－
…
予
算
編
成
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、
建
設
工
事
契
約
、
庁
用
物
品
購
入

　
　
管
財
係
…
－
・
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理
、
土
地
開
発
基
金

…
…
・
．
…
…
…
．
．
－
．
…
－
…
…
…
…
各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

　
　
　
理
収
納
係
…
…
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
、
納
税
組
合
、
税
に
関
す
る
証
明
書
等

　
　
　
　
民
　
税
　
係
…
…
市
民
税
の
賦
課
、
農
業
所
得
標
準

　
　
　
　
産
　
税
　
係
…
…
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
特
別
土
地
保
有
税
・
軽
自
動
車
税
等
の
賦
課

　
．
市
　
　
民
　
　
係
．
…
・
．
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、
市
民
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
、
自
衛
官
募
集

　
　
国
民
年
金
係
…
－
国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

　
　
、
国
　
　
保
　
　
係
…
．
．
．
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

　
　
生
活
環
境
係
．
－
…
交
通
安
全
、
交
通
災
害
共
済
、
環
境
保
全
、
公
害
、
ご
み
減
量
化
、
消
費
生
活
、
防
犯
協
会

　
　
保
健
予
防
係
…
…
伝
染
病
予
防
、
医
療
対
策
、
精
神
保
健
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
健
康
増
進
係
…
－
健
康
づ
く
り
、
母
子
・
成
人
・
老
人
保
健
、
機
能
訓
練

　
　
児
童
家
庭
係
．
…
－
児
童
福
祉
、
保
育
料
、
民
生
・
児
童
委
員
、
保
護
司
、
家
庭
相
談
員
、
地
域
福
祉
基
金

　
　
高
齢
福
祉
係
…
…
高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
、
高
齢
者
団
体
育
成

　
　
障
害
援
護
係
…
…
生
活
保
護
、
身
体
障
害
・
精
神
薄
弱
児
者
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
旧
軍
人
関
係

　
　
保
　
　
育
　
　
所
…
－
鐙
島
・
高
山
、
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
保
育
所
、
つ
く
し
園

　
　
農
業
振
興
係
…
－
・
農
業
・
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策
、
農
業
資
金
、
畜
産
対
策

　
　
林
政
農
災
係
・
…
－
農
林
災
害
復
旧
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
入
会
林
野

　
　
農
地
係
…
…
ほ
場
整
備
・
農
地
開
発
事
業
の
計
画
・
調
査
・
実
施

　
　
総
合
整
備
係
…
－
農
村
総
合
整
備
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
農
道
整
備
、
か
ん
が
い
排
水
事
業

〔
礫
鵬
増
繊
〕
凸
儲
エ
糠
轡
纏
卿
讃
蓋
蝶
．
灘
備
難
靱
螺
労
者
福
祉
対
策

〔
難
饗
〕
轟
市
槻
画
轡
一
耀
轡
鞍
羅
嚢
欝
峨
縫
禦
．
鞭

・
室
長
・
佐
藤
一
昭
・
轟
築
鵬
蕨
｛
一
一
…
…
渠
磁
購
糖
舞
響
雑
鱗
馨

へ
課
長
●
頼
下
放
士
少

「
事
務
源
－
－
．
…
…
一
…
－
…
下
水
道
事
業
の
促
進
、
受
益
者
負
担
金
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■
曜

■
区
画
整
理
課

■
リ
ゾ
i
卜
推
進
室

闇
会
　
　
計
　
　
課

事務局
■
水

教育機関

選
挙
管
理
委
員
会

監
　
査
　
委
　
員

農
業
委
員
会

道

局

だ
補
佐
u
オ
牽

ハ　　　　 　　　　　　補課　補室　補課
佐長　佐長　佐長

ハ次局
長長

・
庶
務
管
理
課
〔
礫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

■
学
校
教
育
課
聯
拷
離
渡
部
則
夫

「
学
校
給
食
共
同
調
理
場
補
（
匙
長
討
松
雄

■ ■　■

文体社
会
教
育

　
　
育

化
　
財

課課課
　　　　　　　　ハ
補課課補課
佐長長佐長

■
情
報
館
建
設
準
備
室
（
室
長

■
公
　
　
民
　
　
館

■
博
　
　
物
　
　
館
　
　
（
館
長 〔
鵜
羅
轟

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、

■　■　■

事事事

務務務

局局局
（
局
長

（
局
長
”

（
局
長
u 　

　
　
　
　
朕
、
　
「
施
設
管
理
供
…
－
…
…
－
…
…
・
・
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
、
農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
管
理

酔
讐
凸
巽
第
．
一
騨
蕪
“
一
一
且
離
鞭
麺
醤
卜
御
耀
逗
舞
纏
講
難

一
超
．
曝
リ
ゾ
ー
推
進
係
－
－
－
リ
ゾ
ー
－
開
発
の
企
画
・
調
査
・
調
整
、
リ
ゾ
ー
－
開
発
用
地
対
策

漁
禦
轡
出
納
係
－
－
墨
の
出
納
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
係
…
…
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

糠
璽
〕
総
撒
騨
融
鍵
纏
翫
穀
超
質
対
築
道
工
事
申
込
受
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
配
水
場
係
…
…
取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理

”
麗
禦
〕
庶
務
管
理
係
－
－
学
校
施
設
の
建
設
・
整
備
教
育
財
産
の
取
得
・
墾
教
員
住
宅

長
”
山
田
裕
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
教
育
係
…
－
就
学
事
務
、
教
科
書
の
採
択
、
奨
学
金
、
学
校
給
食

　
　
　
小
山
晃
一
水
沢
場
長
H
富
井
一
男
）
…
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

籍
器
〕
社
会
教
育
係
・
－
－
社
会
教
育
の
企
画
・
立
安
癒
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

”
柳
則
夫
）
　
体
育
係
・
…
－
社
会
体
育
施
設
の
設
置
・
管
理
、
体
育
団
体
の
育
成
・
指
導

旛
醗
〕
文
化
財
係
－
－
－
文
化
財
の
保
誰
調
査
・
講
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
事
務

”
宮
沢
孝
美
）
　
　
情
報
館
建
設
準
備
係
…
…
情
報
館
の
建
設
、
図
書
等
の
選
定
・
購
入
・
整
理
、
情
報
館
シ
ス
テ
ム
の
設
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
係
…
－
施
設
の
使
用
・
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
　
　
係
…
…
各
種
学
級
・
講
座
の
開
設
、
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
公
民
館
…
－
中
条
・
川
治
・
六
箇
・
吉
田
・
下
条
・
水
沢
・
飛
渡

”
風
間
栄
光
副
館
長
口
丸
山
克
巳
）
…
…
－
・
博
物
館
の
運
営
・
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
・
資
料
の
収
集
●
保
管

　
　
　
　
　
　
　
（
所
長
”
関
口
弘
治
）
…
・
…
－
施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
…
…
…
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
1
9
（
ほ
か
分
校
2
）
、
中
学
校
6

一
村
山
正
隆
）
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
－
…
選
挙
の
管
理
・
執
行
、

鈴
木
勝
司
）

樋
熊
幸
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
啓
発

・
…
．
…
…
・
－
…
…
…
…
…
…
…
・
…
市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会

次
長
”
熊
木
　
剛
）
…
…
…
－
農
地
転
用
、
農
業
者
年
金
、
出
稼
ぎ
者
対
策

㈱l
l

1
5
1
2
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1
し

健康づくりと仲間づくり

メンバー募集中です。

私たちと一緒に「日本一の健康都市づくり」をしてみましょう
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－31H内線213へ。

いいようだ」など、様々な声があります。

　お勧めの「手ぬぐい体操」は、それぞれ家でもやってい

る人が多いようです。手ぬぐいが1本あればできるんです。

手ぬぐいの両端を両手で握って体を思い思いの方向に伸ば

します。握ることにより握力の衰えを防ぎ、縮まりがちな

筋肉を伸ばしてくれます。

　十日町市が目指している「日本一の健康都市づくり」の

お役にも立っていると思っているんです。先ほど紹介した

会員の声は本当ですよ。皆さん、ぜひ内履きを持って、運

動できる服装でお出かけください。病みつきになると思い

ますよ。

　時　間／毎週水曜日、午後1時30分～3時30分

　場　所／市民体育館　年会費／2，000円

　その他／水曜日は卓球、また毎週月曜日（時間同じ）に

　　　　　バドミントンもやっています。

　問合先／田口（智52－2683）宮沢（奮52－3778）へ。

　昭和57年に体育課主催で始まった高齢者向きの軽スポー

ツクラブです。数年後には自分たちで運営する自主グルー

プになりました。現在、会員は約90人。毎週思いっきり体

を伸ばしています。

　まずはラジオ体操、つづいて柔軟体操と徐々に無理なく

　　　　　　　　　　　体を動かし、民踊やレクダン

　　　　　　　　　　　スなどで気持ちの良い汗をか

　　　　　　　　　　　　き、疲れを残さないように筋

　　　　　　　　　　　肉をほぐす体操で終わります。

　　　　　　　　　　　　この間、2時間ですが毎週と

　　　　　　　　　　　なると効果もなかなかなもの

　　　　　　　　　　　です。

　　　　　　　　　　　　　「風邪をひかなくなった」

　　　　　　　　　　　　「足腰が丈夫になった」「歩く

お勧めの「手ぬぐい体操」　　のが苦にならなくなった」「同

　　　　　　　　　　　　じ年の仲間よりも反射神経が

㊤
鑛
蕊
艦
鳶
爆
鷺
灘
雛
馨
懸
懸
鶴
》
鑑
盤
響
驚
灘
鐡
灘
麟

麹鱒騰繋麟罐㊤㈱

ノ唯醐、

黙
．
灘

驚
灘

材　料

　山ぶき…3k9
　砂糖…1kg

　酢…50cc

　焼酎（35度）…200cc

囎⑬
　
　
山
ぶ
き
の
砂
糖
煮

黛
ち
こ
が
れ
て
い
た
山
の
季
節

嚇
も
間
も
馨
で
す
．
生
の
山
菜
の

轡
味
は
格
別
で
す
が
、
保
存
が
き
き
、

繭　
香
り
を
残
す
山
ぶ
き
の
砂
糖
煮
は

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と

馨
し
た
お
茶
菓
子
に
な
り
、
私
は
毎

繍　
年
作
っ
て
い
ま
す
。
秘
訣
は
焼
酎

　
を
入
れ
る
こ
と
。
一
年
以
上
も
日

◎
持
ち
し
ま
す
．
言
の
も
の
は
昨

騰　
年
5
月
に
作
つ
た
ん
で
す
よ
。

　
〈
作
り
方
〉

　
④
山
ぶ
き
を
熱
湯
に
さ
っ
と
く
ぐ

　
　
し
て
水
で
冷
や
し
、
皮
を
む
き
￥

儲韓

　　　　　　　》
　　　　　　藻

　　　　　　欝　　灘
　　　　　　　　　驚

　　　　鱒　　欄㊨纏

適
当
な
長
さ
（
約
5
㎝
）
に
切
懸

掛
に
つ
け
き
出
幽

◎
水
を
き
っ
て
鍋
に
入
れ
、
砂
糖
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

酢
￥
焼
酎
を
加
え
る
。

④
初
め
強
火
で
￥
煮
立
っ
た
ら
弱
　
磯

火
に
し
て
￥
こ
が
さ
な
い
よ
う
雛

に
木
し
ゃ
も
じ
を
回
し
な
が
ら

鍋
肌
が
白
く
な
る
ま
で
（
粉
が

ふ
く
）
い
り
煮
す
る
。

⑤
火
を
止
め
て
冷
ま
し
￥
固
ま
り
O

を
ほ
ぐ
す
。
出
来
上
が
り
は
約
㊧
“

3
分
の
ー
の
量
に
な
ゑ
醐

　
　
　
　
　
　
を
事
　
嚢

須長桂子さん
（学校町2盈57－4320）

㊦
馳
難
鑑
裾
灘
覆
＜
㊤
灘
藩
騒
籔
之
乏
◎
懲
亀
　

難

このコーナーでは、登場していただく人

募集しています。問い合わせは企画人

課広報広聴係智57－3111内線213へ。
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じょうずに

描けたね〃
⑰所育保西

叢

玉垣岳志くん
　　（5歳）

　お弁当の日に鉢にいったらいっ

ぱいクジャクがいたんだ。羽をひ

ろげるとすごくきれいだったよ。

でもちょっとこわかったな。

田
訟
讐
．
騨
顯
謝

．il灘嚢一小嶋蘭ちやん
　　　継わ蜜ま企画人事課広曇広最係費57－3Ill内線2ll一．　　3　　　灘懸　灘灘磁．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
代
後
半
か
ら
5
年
問
、
東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
妻
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
会
っ
た
ん
で
す
よ
。
弟
だ
っ
た
の
で
す
が
、
事
情
で
家
に
帰
ら
な
け

本気の本音
㊧骨ら㊧肇から㊧．

れ
ば
い
け
な
く
な
り
、
彼
女
（
妻
）
に
コ
緒
に
十
日
町
に
行
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
言
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
な
ん
で
す
か
ね
。

明
る
く
て
い
つ
も
元
気
、
何
も
言
う
こ
と
の
な

い
妻
で
す
が
一
言
「
も
っ
と
早
く
起
き
て

も
ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

圏　
　
　
2
4
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
か
ら
今
年
結

　
　
　
婚
1
5
周
年
な
ん
で
す
ね
。
実
家
が

北
海
道
な
の
で
、
な
か
な
か
里
帰
り
が
で
き

ま
せ
ん
。
来
年
の
冬
は
家
族
み
ん
な
で
北
海
道

ス
キ
ー
旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

15

周
年
を
機
会
に
毎
年
北
海
道
に
行
き
た
い
ね
。
外
で
は

よ
く
動
い
て
く
れ
る
夫
な
ん
で
す
が
一
言
「
う
ち
も
共
働
き
な
ん
だ
か
ら
、
今

の
若
い
人
た
ち
み
た
い
に
家
事
の
分
担
を
」
と
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
が
家
族
共
通
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
宮
沢
喜
久
男
さ
ん
・
光
子
さ
ん
夫
婦

（
小
黒
沢
）
で
す
。

㌧
璽

　
小
千
谷
市
寺
町
小
学
校
の
門
前
に

あ
っ
た
中
清
と
い
う
呉
服
屋
の
長
女

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
両
親
は
店
の
仕

事
が
忙
し
く
、
私
は
お
手
伝
い
の
お

サ
イ
さ
ん
に
6
歳
の
こ
ろ
ま
で
ず
い

ぶ
ん
と
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
お
サ
イ
さ
ん
の
こ
と
は
両
親
同

様
に
今
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
当
時
の
小
千
谷
市
街
で
は
夏
場
は

馬
の
引
く
大
八
車
、
冬
は
ソ
リ
が
大

切
な
運
送
手
段
で
し
た
。
冬
に
な
る

と
向
い
側
の
通
り
に
雪
の
ト
ン
ネ
ル

を
く
ぐ
っ
て
行
き
来
し
た
も
の
で
す
。

私
が
1
2
歳
の
時
に
母
が
他
界
。
義
母

が
来
て
く
れ
る
ま
で
の
数
年
間
、
私
が

弟
妹
の
一
切
の
面
倒
を
み
て
い
ま
し

た
。
学
校
は
小
千
谷
尋
常
高
等
小
学

校
と
柏
崎
の
産
婆
学
校
を
卒
業
し
、

そ
の
後
小
千
谷
病
院
に
7
年
間
勤
め

ま
し
た
。
今
も
続
け
て
い
る
和
裁
は

小
千
谷
病
院
に
勤
め
て
い
る
こ
ろ
に

身
に
つ
け
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
昭

　　水落トミさん
　　　（下条本町）84歳

　前回このコーナーに登場いただ

いた庭野周作さんの出生地および

現住所は袋町中の誤りでした。訂
正してお詫びします。

和
1
3
年
、
2
5
歳
で
願
入
に
嫁
ぎ
ま
し

た
。
に
ぎ
や
か
な
街
の
真
ん
中
か
ら

電
気
の
な
い
暗
い
村
へ
。
蛙
の
声
で

眠
れ
な
い
ほ
ど
自
然
は
豊
か
で
し
た
。

　
し
か
し
夫
と
の
幸
せ
は
長
く
は
続

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
5
年
目
に

夫
の
も
と
に
招
集
令
状
が
届
い
た
の

で
す
。
4
歳
と
2
歳
、
お
腹
に
4
か

月
の
子
供
、
そ
れ
に
私
と
7
0
歳
を
超

え
た
両
親
た
ち
を
残
し
夫
は
戦
地
に

赴
き
ま
し
た
。
私
は
残
さ
れ
た
家
族

を
養
う
た
め
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

は
す
べ
て
断
念
し
、
昼
は
農
作
業
、

夜
は
産
婆
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
夫

は
昭
和
2
0
年
6
月
に
沖
縄
に
て
戦

死
。
そ
の
後
2
3
年
に
亡
き
夫
の
弟
で

あ
る
、
今
の
夫
と
再
婚
し
た
の
で
す
。

様
々
な
苦
境
を
乗
り
越
え
、
無
事
子

供
た
ち
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
5
9
年
か
ら
4
年
問
は
中
条
病
院
に

1
日
も
休
ま
ず
に
勤
め
ま
し
た
。
今

で
も
和
裁
や
畑
仕
事
を
し
て
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
健
康

に
恵
ま
れ
て
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
れ
た

こ
と
に
感
謝
の
念
が
絶
え
ま
せ
ん
。
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甥

スポツト

プロの技を学び

憧れの共演を実現

　
今
年
で
3
回
目
と
な
っ
た
音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
3
月

22

日
㈲
、
十
日
町
市
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
よ
う
と
、
64
人
が
参
加
。
郡
市
内
を
は
じ
め

遠
く
は
見
附
市
や
黒
崎
町
な
ど
か
ら
も
音
楽
愛
好
家
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
前
半
に
ギ
タ
ー
や
ピ
ア
ノ
な
ど
6

つ
の
楽
器
に
分
か
れ
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
た
ち
は
プ
ロ
の
演
奏
や
音
楽
理
論
・
解
釈
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
に
は
憧
れ
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

と
の
共
演
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
終
始
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
催
越
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
検
討
会
．
公
開
ワ

　
　
開
ー
ク
シ
．
ッ
プ
が
3
月
2
9
日
㈲
、
南
中
学
校
で
開
催
さ

が
プ
れ
ま
し
た
．
こ
れ
は
本
年
度
実
施
糖
予
定
し
て
い
る
ス

ア
ツ
テ
キ
発
見
事
業
（
写
真
と
言
葉
で
綴
る
妻
有
の
ス
テ
キ

ィ
ヨ
コ
ン
テ
ス
ト
）
の
企
画
を
民
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で

テ
シ

ン
ク
考
え
て
い
こ
う
と
、
1
月
か
ら
4
回
行
っ
た
市
民
検
討

」
フ
　
一
　
会
の
総
ま
と
め
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ボ
ワ
参
加
者
は
6
つ
の
班
に
分
か
れ
・
圏
域
6
市
町
村
の

間
開
地
図
づ
く
り
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
リ
ス
ト
の
と
り
ま

民
公
と
め
を
行
い
・
寸
劇
で
事
業
の
流
れ
を
表
現
し
ま
し
た
・

　
　
　
　
さ
ら
に
全
体
会
で
は
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
強
め

　
　
　
　
多
く
の
人
か
ら
ス
テ
キ
発
見
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

　
　
　
　
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
ろ
う
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

1繋購繋一礎嚢灘寮響

履宏ひ¢5．
市内中学校英語指導助手。
アメリカペンシルバニア州アレンタウン出身。

　さあ、新潟にも春が近付いて来ました。私にとってそれ

はある意味を持っています。

　ある人には学校の始まりであり、またある人には1日に

8時問は降るという驚異的な雪の季節の終わりであり、大

好きなスポーツができる季節、あるいはできなくなる季節

でもあります。でも、私にとってはただ一つの意味、花見

シーズンです。日本の四季の中で、公園の桜の木の下に座

って友達と飲んでいる時ほどいい季節はありません。去年

は上越の高田公園に、一昨年は長岡の悠久山に行ったので、

今年はここ十日町でいい花見スポットを見つけられたらい

いなと思っています。桜の花の下で会いましょう！

　　　　We”，spring　is　nearly　here　in　Niigata，and　for　me

that　means　one　thing．

For　some　people　it　may　mean　the　new　school　year，or　the

end　of　movingsnow　for8hours　aday．Maybe　it　meansyou

can　play　your　favorite　sport　again，or　maybe　you　can’t．

But　for　me，it　means　only　one　thing－hanami．There　is　no

better　time　in　Japan　than　sitting　in　a　park　under　the

cherry　blossoms　with　some　friends　and　some　beverages．

Last　year　l　went　to　Takada－koen　in　Joetsu，and　the　year

before　that　Yukyuzan　Park　in　Nagaoka．This　year，l　hope

to　find　some　good　spots　right　here　in　Tokamachi．See

you　under　the　cherry　blossoms！
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灘撚懸欝
懸鰍

ほく線沿線は

魅力ある芸能の宝の山

　
沿
線
市
町
村
を
紹
介
す
る
威
勢
の
良
い
歌
声
「
ほ
く

ほ
く
相
撲
甚
句
」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
ほ
く
ほ
く
線
開

業
一
周
年
記
念
行
事
「
沿
線
市
町
村
競
演
・
ふ
る
さ
と

芸
能
大
会
」
が
3
月
2
9
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
出
演
は
十
日
町
市
、
松
代
町
、
大
潟

町
、
牧
村
、
中
里
村
、
浦
川
原
村
、
大
島
村
、
頸
城
村
、

安
塚
町
、
川
西
町
、
上
越
市
、
三
和
村
、
塩
沢
町
の
1
3

市
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
団
体
。

　
3
5
0
人
の
皆
さ
ん
が
神
楽
、
民
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、

舞
踊
、
民
謡
、
太
鼓
な
ど
の
芸
能
を
存
分
に
楽
し
み
ま

し
た
。
沿
線
市
町
村
は
ま
さ
に
、
ふ
る
さ
と
芸
能
の
宝

の
山
（
写
真
は
松
代
町
・
室
野
神
楽
保
存
会
の
「
獅
子

舞
」
）
。

桜
加
4
月
5
日
㈲
、
恒
例
の
大
好
き
＋
日
町
会
主
催
に
よ

の
参
る
上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
．
当
日
の

開
り
関
東
地
方
は
絶
好
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
桜
の
花
も
満
開
、

商
入
最
高
の
花
見
日
和
と
な
り
ま
し
た
．
市
内
か
ら
は
朝
7

母
び
時
半
に
6
9
人
が
バ
ス
を
連
ね
て
出
発
・
ま
た
関
東
圏
か

天
飛
ら
は
飛
び
入
り
も
含
め
約
1
0
5
人
の
市
内
出
身
者
が

主
同
も

日
　
ユ
　
集
ま
り
ま
し
た
。

の
ジ
桜
の
咲
き
乱
れ
る
虫
村
山
新
収
入
役
の
あ
い
さ
つ

好
一
で
お
花
見
が
ス
タ
ー
ト
・
参
加
者
た
ち
は
同
級
生
や
同

絶
ネ
窓
生
の
顔
を
み
つ
け
て
は
・
故
郷
の
な
つ
か
し
い
話
題

　
　
　
　
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
雪
ま
つ
り
の

　
　
　
　
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ネ
ー
ジ
ュ
」
も
参
加
。
最
後
は
「
十
日

　
　
　
　
町
小
唄
」
と
万
歳
を
し
て
、
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

瀬繍離麟霧
ヤ
．、騰7賑．1犠冷謹、、

．
縫

　　　　慧

駿

問
健
健
盈

●

歯
を
大
切
に

～
む
し
歯
予
防
は
乳
幼
児
期
が
決
め
手
～

む
し
歯
は
子
供
の
代
表
的
な
病
気

　
平
成
9
年
度
の
十
日
町
市
の
歯
科

検
診
結
果
を
み
る
と
、
む
し
歯
罹
患

者
率
は
1
歳
6
か
月
で
7
・
1
％
だ

っ
た
も
の
が
3
歳
児
で
は
6
5
％
に
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
県
に
比
べ

て
も
非
常
に
高
い
割
合
で
す
（
図
1
）
。

率者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
年

患罹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
年

歯虫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
年

児歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
元
年

3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
年

〉ま図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
6
0
年

く
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0

　
％
9
　
8
　
7
　
6
　
5
　
4

　
乳
歯
は
永
久
歯
に
比
ベ
エ
ナ
メ
ル

質
が
薄
く
（
図
2
）
、
し
か
も
歯
と
歯

の
隣
接
面
が
大
き
い
た
め
、
む
し
歯

に
な
り
や
す
く
進
行
し
や
す
い
の
が

特
徴
で
す
。
「
生
え
か
わ
る
か
ら
平
気
」

と
安
易
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

　　　十日町市

一一一新潟県

ロ噂噛9軸『9亀，　　　　　　　　　　　　or■隔

『b鞠り、ら

　　　、噺りr』

　　　　　馬働し
　　　　　　、

、
、

が
、
乳
歯

は
永
久
歯

の
道
案
内

に
な
る
大

切
な
歯
で

す
の
で
予

防
が
大
切

で
す
。

〈図2〉乳歯と永久歯のしくみ

永
久
歯

乳廟麟質、
歯茜醜（神経）
　　　　　　　セメント質

6　　薇歯

　〈図3〉むし歯を作る：

歯質の強化
むし歯菌の出す酸に溶けにくい）
にするためにフッ素の利用が有タ
①フッ素塗布（乳歯むし歯予防）
②フッ素洗口（永久歯むし歯予防

叉　、
　　　　　　　歯質　　　　、段

　
む
し
歯
の
主
な
原
因
と
予
防
方
法

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
図
3
）
。

　
　
む
し
歯
菌
の
除
去
（
歯
み
が
き
）

つ
　
夫
で
　
　
聾

3
丈
効
）
　
し
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
む
（

る

　　　　　　　　むし歯
砂糖
（甘味）の　　　　糖分

適正摂取くノ　　（醐

　
歯
質
を
強
化
す
る
た
め
の
フ
ッ
素

洗
口
は
、
最
初
の
永
久
歯
が
生
え
る

4
～
5
歳
か
ら
始
め
、
永
久
歯
が
生

え
終
わ
っ
て
か
ら
2
～
3
年
後
ま
で

継
続
す
る
こ
と
で
、
む
し
歯
予
防
効

果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
む
し
歯
予
防
を
推
進
す
る

た
め
、
保
育
所
（
園
）
・
小
学
校
で
週

1
回
の
フ
ッ
素
洗
口
を
行
っ
て
い
ま

す
。
4
月
に
は
実
施
施
設
を
通
じ
て

申
し
込
み
を
取
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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il

｛

し
1
1
；

i
r
l
i
肖

1

1
l
「
し

奮
ま
注
製

ヒ
ト
レ
し

か
け
ま
せ
ん
か

4
月
「
子
供
映
写
会
」

務
日
時
H
4
月
2
5
日
ω
午
前
1
0
時
～
雛
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
獲
入
場
料
H
無

料
笏
内
容
H
ベ
ル
と
か
い
じ
ゅ
う
王
子
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
・
森
の
お
き
て
霧
問
合

せ
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
智
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り

　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

影
日
時
”
4
月
2
5
日
ω
午
後
3
時
～
4
時

雛
場
所
H
公
民
館
本
館
雛
内
容
H
絵
本
、

お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
ほ
か
霧
問

合
せ
H
公
民
館
本
館
図
書
室
（
智
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
・
ら
・
ら

　
　
　
　
4
月
の
定
期
投
影

纏
日
時
H
4
月
1
9
日
㈲
・
2
6
日
㈲
午
前
1
1

時
か
ら
4
0
分
問
獲
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー

ル
霧
入
場
料
H
一
般
“
2
百
円
、
中
学
生

以
下
”
百
円
笏
問
合
せ
H
中
里
村
教
育
委

員
会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。
※
2
5
日

㈹
午
後
7
時
3
0
分
か
ら
特
別
投
影
あ
り
。

ロ
ン
ド
ン
交
響
楽
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
会

笏
日
時
目
5
月
21
日
㈲
午
後
6
時
3
0
分
～

（
6
時
開
場
）
笏
場
所
H
新
潟
県
民
会
館

大
ホ
ー
ル
笏
前
売
入
場
券
H
S
S
席
”
1
万

族
一

民
ア

住先ドンイ
　　　　　　　　アート展

霧日時二4月17日樹～5月5日㈹午

前9時～午後5時（入場は4時30分
まで）笏場所二十日町市博物館霧入

場料＝大人：5百円（団体は4百円、

中学生以下無料）霧間合せニミティ

ラー美術館（智52－2396）または十

日町市博物館（智57－5531）へ。※

展示のほかに体験教室・料理教室等

あり。

寄付ありがとう
　　3月25日届け出分まで（敬称略）

囹地域福祉事業へ＝十日町ナツメロ

愛好会（113，617円）水沢商工会（34，

774円）

團社会福祉事業へ二川治地区公民館

焼物同好会（10，000円）

幽羽根川荘へ＝上原老人クラブ（900

円）仲好会（5，800円）中条会（7，200

円）

囹公民館本館へ＝丸山尚政（水沢

2・食器類）

囹公民館図書室へ＝樋熊義助（新座

1）お母さんのひろば実行委員会（津

南町）

囹博物館へ＝小島寅市（高田町4）

庭野正芳（五軒新田）

囹情報館建設準備室へ＝羽鳥ヨシノ

（浅之平）樋口祐司（礼子）（千歳町

1）佐藤英一（北原）高木国保（田

川町3）南中学校

3
千
円
、
S
席
”
1
万
1
千
円
、
A
席
“

9
千
円
、
B
席
H
7
千
円
、
C
席
”
5
千

円
、
学
生
席
H
3
千
円
（
当
日
は
5
百
円

増
し
、
税
込
み
）
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
民

会
館
（
智
幡
－
脇
1
4
4
8
1
）
へ
。

◆
国
税
専
門
官
募
集
　
笏
受
験
資
格
H
昭

和
4
6
年
4
月
2
日
～
52
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
人
笏
試
験
の
程
度
H
大
学
卒
業
程
度

笏
受
付
期
問
H
5
月
6
日
㈱
～
1
3
日
㈱
笏

問
合
せ
H
十
日
町
税
務
署
（
暦
52
－
3
1

8
1
）
へ
。

◆
妻
有
の
春
を
詠
う
「
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
」
募
集
　
笏
募
集
要
領
H
①
俳
句
、
川

柳
、
短
歌
と
も
5
句
・
首
以
内
②
テ
ー
マ

題
詠
「
山
つ
つ
じ
」
他
当
季
雑
詠
笏
申
込

み
H
5
月
1
1
日
㈲
ま
で
に
官
製
は
が
き
に

作
品
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載

し
、
「
十
日
町
郵
便
局
文
芸
展
係
」
へ
。
※

入
賞
作
品
は
5
月
下
旬
か
ら
約
2
週
間
、

十
日
町
郵
便
局
窓
ロ
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

ほ
か
地
元
各
紙
に
掲
載
予
定
。

◆
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
県
民
運

動
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
　
笏
応
募
資
格
H
県

内
在
住
の
人
笏
応
募
要
領
H
①
A
4
版
横

長
用
紙
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
縦
書
き
す
る
こ

と
②
1
枚
に
数
点
記
載
可
③
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
ふ
り
が
な
記
載
④
応
募
用
紙
の
最
初
に

住
所
、
職
業
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
の
こ
と
笏
応
募
先
H
5
月
31
日

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
県
庁
環
境
生

活
部
生
活
企
画
課
交
通
安
全
対
策
室
（
〒

蜘
1
8
5
7
0
新
潟
市
新
光
町
4
1
1
盈

幡
－
旛
1
5
5
1
1
）
へ
。

◆
平
成
1
0
年
度
新
潟
県
、
日
本
育
英
会
奨

学
生
募
集
　
新
潟
県
、
日
本
育
英
会
で
は
、

優
秀
な
学
生
及
び
生
徒
で
経
済
的
理
由
の

た
め
修
学
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸
与
し

ま
す
。
笏
問
合
せ
H
新
潟
県
教
育
委
員
会

高
等
学
校
教
育
課
（
〒
蜘
1
0
9
6
5
新

潟
市
新
光
町
4
1
1
費
伽
ー
獅
ー
5
5
1

1
内
線
3
8
7
5
）
ま
た
は
臼
本
育
英
会

新
潟
県
支
部
（
〒
胴
1
8
0
5
3
新
潟
市

川
端
町
2
丁
目
9
番
地
、
新
潟
県
林
業
会

館
内
盈
幡
－
捌
1
5
8
4
5
）
へ
。

◆
ご
利
用
く
だ
さ
い
就
学
援
助
制
度

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
の
が
困
難
な
児

童
生
徒
（
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
児
童
生
徒
）
に
対
し
て
就

学
援
助
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
笏
間
合

せ
H
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
た
は
地

区
の
民
生
委
員
へ
。

◆
自
動
車
税
と
個
人
事
業
税
の
納
税
は
ロ

座
振
替
で
　
1
0
年
度
か
ら
県
税
の
口
座
振

替
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
笏
取

扱
税
目
ほ
自
動
車
税
、
個
人
事
業
税
笏
取

扱
金
融
機
関
H
県
税
を
取
り
扱
っ
て
い
る

銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
農
業
協

同
組
合
ほ
か
（
た
だ
し
、
郵
便
貯
金
か
ら

の
振
替
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
）
笏
問
合
せ

口
各
金
融
機
関
ま
た
は
十
日
町
財
務
事
務

所
（
盈
5
7
1
5
5
1
3
）
へ
。

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
所
開
設

笏
開
設
日
H
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
午
前

10

時
～
午
後
3
時
（
た
だ
し
、
8
月
は
6

日
と
2
7
日
、
n
年
2
月
は
1
2
日
と
2
5
日
）

笏
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
笏
相
談
料
H
無
料
勿

問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お
早
め

に
　
1
0
年
度
の
労
働
保
険
料
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
申
告
納
付
期
限
は
5

月
2
0
日
で
す
。
期
限
内
に
正
し
く
申
告
・

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
労
働
保
険

事
務
組
合
に
事
務
を
委
託
し
て
い
る
事
業

主
は
、
事
務
組
合
が
提
案
す
る
日
ま
で
に

手
続
き
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
問
合

せ
H
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
盈
5

2
1

2
0
7
9
）
へ
。

◆
羽
根
川
荘
臨
時
休
館

　
羽
根
川
荘
で
は
六
箇
地
区
敬
老
会
の
た

め
、
4
月
2
6
日
㈲
休
館
し
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
笏
間
合
せ
”
羽
根
川
荘
（
智

52
1
5
4
3
4
）
へ
。

◆
熊
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
入
山
の
際
に
は
熊
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
〉

　
山
に
入
る
際
に
音
の
出
る
も
の
（
く
ま

鈴
・
ラ
ジ
オ
な
ど
）
を
身
に
付
け
、
人
が

い
る
こ
と
を
熊
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
が
熊

74



曽
●

罵　　■

の
被
害
に
遭
わ
な
い
有
効
な
対
策
で
す
。

〈
能
描
に
出
会
っ
た
ら
〉

　
大
声
を
出
し
た
り
し
て
熊
を
む
や
み
に

刺
激
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笏
問
合
せ
口
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。

◆
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
案
の
縦
覧
傷
期
間
樋
4
月
招
日

㈱
～
麗
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5

時
駕
分
傷
場
所
耕
区
画
整
理
課
事
務
室

　
｛
千
代
田
町
・
古
田
島
ビ
ル
2
階
姪
5
2

i
7
5
1
2
〉

劣
一
加
し
ま
せ
ん
か

嚢
踊
灘
．

青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

雛
募
集
講
座
H
花
道
、
茶
道
、
料
理
、
き

ー
も
の
着
付
、
初
級
硬
式
テ
ニ
ス
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
霧
資
格
H
1
8
～
3
0
歳
ま
で
の
勤
労

青
少
年
男
女
笏
そ
の
他
ロ
気
の
合
っ
た
仲

間
同
士
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
利
用
も
募

集
霧
申
込
み
H
保
険
料
、
利
用
者
協
議
会

費
（
千
円
）
を
添
え
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
智
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

第
2
回
十
日
町
女
性

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
講
習
会

笏
日
時
U
4
月
2
6
日
㈲
午
後
2
時
～
4
時

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
影
講
師
・
演
題
H

萩
野
茂
子
さ
ん
（
F
＆
M
な
が
お
か
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん

会
議
代
表
）
・
お
ん
な
偏
か
ら
考
え
る
パ
ー

ト
2
霧
入
場
料
“
2
百
円
（
資
料
代
）
霧

間
合
せ
H
児
玉
悦
（
稲
葉
智
5
7
1
5
4
8

6
）
へ
。
※
保
育
室
あ
り
ま
す
（
た
だ
し

要
予
約
）
。

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

霧
日
時
H
5
月
1
1
日
㈲
～
6
月
2
5
日
㈲
の

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
3
時
3
0
分
霧
場
所
H
魚
沼
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
獲
対
象
H
就
職
を
希
望
す

る
女
性
（
主
に
主
婦
等
）
霧
定
員
H
2
0
人

獲
受
講
料
H
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
3

千
円
程
度
）
笏
申
込
み
n
4
月
2
0
日
㈲
ま

で
に
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
費

0
2
5
7
1
7

2
1
4
5
5
4
）
へ
。

看
護
力
再
開
発
講
習
会

擁
日
時
“
6
月
n
日
・
1
2
日
、
1
7
日
～
1
9

日
（
5
日
間
）
雛
場
所
“
新
潟
県
看
護
研

修
セ
ン
タ
ー
霧
内
容
H
①
最
近
の
看
護
事

情
と
保
健
医
療
福
祉
職
場
で
の
看
護
業
務

に
つ
い
て
の
講
義
②
病
院
実
習
（
2
日
間
）

霧
申
込
み
H
6
月
9
日
㈹
ま
で
に
新
潟
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
費
幡
－
鵬
1
6
0
1

1
）
へ
。
※
6
月
1
9
日
午
後
1
時
か
ら
、

求
人
施
設
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
P
R
と

採
用
条
件
等
の
説
明
を
行
う
「
再
就
業
相

談
会
」
を
行
い
ま
す
。

ミ
一
一
バ
ス
ケ
ツ
ト

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
ル
教
室

雛
日
時
H
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

雛
場
所
H
総
合
体
育
館
雛
対
象
H
小
学
4

～
6
年
の
男
女
影
参
加
費
月
5
千
円
（
1

年
分
・
保
険
料
含
む
）
霧
申
込
み
H
5
月

11

日
㈲
ま
で
に
柳
幸
一
（
ミ
ニ
バ
ス
事
務

局
智
6
5
1
3
9
5
9
）
へ
。

　
市
に
は
1
0
人
の
非
常
勤
交
通
指
導
員
が
い
ま
す
。
任
期
は
2
年
で
、
各
種
交

通
安
全
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
に
再
任
・
新
任
さ
れ
た
5
人
の

指
導
員
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
航
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
町

　
　
楓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

　
指
導
員
歴
1
9
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
初

心
に
も
ど
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田村行観さん
　（岩野）

　
1
5
年
目
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、

交
通
安
全
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

　　　　灘　　　霧　　縣　綴撚

晶　　　　名 規　格 希望価格

電子オルガン ブラザー 無　料

ミ　　　シ　　　ン
トヨタ固定型
モーター式

〃

エア図バイク L5×0．5×LOm 相談で

オーブンレンジ ／ノ

二槽式洗濯機 　東芝
平成9年春購入

／／

田　　　植　　　機 2条植え 3万円

トラクターダンプ 幅1．2m 5万円

除　　　雪　　　機 ガソリン式

8馬力 8万円

バ　　　イ　　　ク
ホンダデイオ
50cc・紺色 相談で

歩　　行　　　器 ブルー 無　料

婦人嗣翻転箪 2台 〃

キャンプ用晶一式
3人用、テント・寝袋・

バーベキューセットなど
〃

タイヤ　（夏期〉 新品同様4本
205／6515インチ 2万円

柔道着一式 川西高校用 相談で

ヤマハ等一求一欝 4，000円

電気炊飯器
東芝3合炊き
タイマー付き

1，000円

ベビー期宰ヤ繊一バツダ 3，000円

　　　　　　　　糞　　　　　　　馨　　　　　　鐵　　　　　懸　　　　雛　　　懇　　鞭　鐡雛

、
つ す もちつき用 相談で

テーブル・椅子セツト 6人掛け用 1万5千円以内

サウナスーツ 無　料

テ　レ　ビ　デ オ 14型 1万～1万5千円

ビ　　　デ オ 相談で

パ　　ソ　　コ ン
ノート型、デス外ップ型

どちらでもよい
ノ／

パ　　ソ　　コ ン NEC98ノート 2万円位

チャイルドシート 3千円

名　古　屋 廿
留 相談で

応接セ　ッ 卜 3点セット 〃

卓　　　球 執
口 公認サイズ 3，000円位

ゲ　　ー　　ム 機 プレイステーション 5，000円

テレビゲーム
ファミコン
デスクシステム

1，000円

ベ　ビ　ー　カ 一 A型 相談で

’　　　　〃 双子用 無　料

学習机・ 椅子
ノ／

カラーテレビ
ビデオ端子付き
　14インチ

3，000円

バ　　　イ ク ホンダ

90～125cc
相談で

上村久男さん
　（伊達1）

　
9
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝《

中川秀子さん
　（上新田3）

2
期
目
（
3
年
目
）
に
な
り
ま
し
た
。
女

性
の
立
場
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

中澤公子さん
　（川治中町）

　
今
回
初
め
て
指
導
員
に
な
り
ま
し
た
。

主
婦
の
立
場
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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騨

十
日
町
市
史
を
読
む
⑬

は
　
　
た
　
き
の
篠
議
鱗

波
多
岐
襲
の
鑓
麟

　
　
　
　
　
　

灘
撚
鑛
．

き
［1iI酵

「

｛ し i
I
I
』 I

1

1 i』 』
し

　
荘
園
が
各
地
に
で
き
て
く
る
と
、

十
日
町
市
域
は
、
波
多
岐
荘
に
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ご
ろ
波
多
岐

荘
が
成
立
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉
時
代
初
め
の
文

治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
、
荘
園
名

が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
史
料
か
ら
、
荘
園
の
領

　
　
り
ょ
う
け

主
（
領
家
）
は
、
藤
原
氏
嫡
流
の
摂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
っ
し
ょ
う
じ

政
関
白
家
で
、
氏
寺
で
あ
る
法
成
寺

　
た
っ
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
じ
ょ

の
塔
頭
・
東
北
院
に
属
し
（
本
所
）
、

藤
原
氏
の
庶
流
三
条
家
が
そ
の
下
の

あ
ず
か
り
ど
こ
ろ

預
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

灘懸鱗

籐
欝
耀
灘
灘
繊
灘
懸

　
鰯
灘
躍
難
霧
欝
灘
麟
難
騰
灘
懇
劇

　
　
　
磁
難
灘
灘
灘
難
鱒
懇
簾
簸
灘
難
灘
叢
欝
，

　
　
　
漿
懸
購
雛
逡
、
謙
．
欝
、
．
・

灘懸難

灘
簸
麟
灘
懸
鐵
鐵
鞭

懇
饗覇嚢鰯灘

糞
遡
灘
灘
饗
灘
羅
難
羅

搬
漿
簿
畿
灘
灘
隷
聾
，

　
　
叢
、
羅
藤
灘
灘
灘
驚
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
饗
悉
鑛
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
麟
　
激
繋

鎌倉幕府下知状（群馬県長楽寺所

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
鎌
倉
時
代
も
半
ば
を

過
ぎ
た
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
こ

　
と
り
や
ま
と
き
し
げ

ろ
、
鳥
山
時
成
は
、
波
多
岐
荘
入
間
・

今
泉
村
な
ど
に
も
っ
て
い
る
所
領
を
、

妻
に
譲
り
渡
す
こ
と
を
約
束
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
譲
状
は
時
成
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
、
正
応
四
年
（
一
二
九

一
）
に
鎌
倉
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
時
成
は
、
新
田
荘
（
群
馬
県
新
田

郡
）
を
開
発
し
た
新
田
氏
の
一
族
で
、

里
見
（
群
馬
県
榛
名
町
）
を
本
拠
と

　
　
　
　
よ
し
と
し

し
た
里
見
義
俊
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

新
田
荘
鳥
山
郷
に
所
領
を
得
て
、
鳥

山
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　
時
成
は
、
入
間
・
今
泉
村
の
ほ
か

に
も
波
多
岐
荘
に
深
見
（
津
南
町
）
・

倉
俣
（
中
里
村
）
に
も
所
領
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
条
や
信
濃
川
西
岸
の
上

野
（
川
西
町
）
の
地
域
が
、
波
多
岐

荘
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
来
迎
寺
の

　
　
　
　
　
え
こ
と
ば

コ
遍
上
人
絵
詞
伝
」
や
上
野
氏
文

書
か
ら
明
ら
か
で
す
。

　
波
多
岐
荘
の
範
囲
は
、
北
は
十
日

町
市
と
小
千
谷
市
の
境
界
の
楢
沢

　
　
　
　
　
と
り
や
す
が
わ

川
、
対
岸
の
取
安
川
以
南
で
、
南
は

中
津
川
ま
で
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
（
通
史
編
1
　
中
世
の
妻
有
）
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響灘灘，欝暑圭騰撚．灘灘・　⑬
．・蟹　騰，んi－1，，かな陽光縢囎、辮，，例訓晶振，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3届きそうです。緑の季節ももうすぐです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　新緑の色づき始めた谷沿いの林で「ピーリーリー、ポイヒーピピ、ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一ルリピールリ、ジェッジェッ」等ゆっくりとした美声を耳にします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さえず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3晦りのする方の大木の梢や突出した枯れ枝などに、スズメくらいの大き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3さで金属光沢のある鮮やかな瑠璃色のオオルリを見ることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・オオルリはその姿が美しいだけでなく、ウグイス、コマドリと並んで三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鳴鳥と呼ばれるほど美声をもつ声色兼備の野鳥です。また飛んでいる昆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3虫を捕食するため大きなクリッとした目をもっています。仲問の噂りに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3さそわれて姿を現すこともあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　4、5月ころ日本に渡来し、秋には東南アジアヘ渡って越冬します。　
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す
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十臼町市民の動き

（3月末日現在）

44，608人（前目比一308）

21，907人（〃　一167）

22，701人（〃一141）

（前月比一75）12，865

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
「
ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」

の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

最
近
、
市
街
地
の
町
内
の
方
か
ら
「
他
町
内

の
人
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
捨
て

て
行
っ
て
困
る
」
と
い
う
苦
情
が
市
役
所
に

入
っ
た
そ
う
で
す
。
ご
み
を
出
す
場
合
、
分

別
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
自
分
の
町
内
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
の
は
常
識
で
す
。
ぜ

ひ
守
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
市

で
は
4
月
2
9
日
（
緑
の
日
）
に
第
3
回
十
日

町
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。
春
先
は
、

冬
の
間
雪
に
埋
も
れ
て
い
た
ご
み
が
急
に
目

立
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
大
勢
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
話
は
全
く
違
い
ま
す
が
次
女
が
お
た
ふ
く

風
邪
に
か
か
り
、
そ
れ
で
な
く
て
も
丸
い
顔

を
ま
す
ま
す
丸
く
し
て
「
ご
は
ん
が
た
べ
ら

れ
な
い
」
と
ぐ
ち
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
え

ば
広
報
担
当
に
な
っ
た
ば
か
り
の
4
年
前
の

4
月
、
長
女
か
ら
お
た
ふ
く
風
邪
を
も
ら
い

1
週
間
も
欠
勤
し
て
、
同
僚
に
ず
い
ぶ
ん
迷

惑
を
か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
．
次
女

の
「
お
た
ふ
く
風
邪
」
は
私
に
「
初
心
忘
れ

る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
教
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
報
担
当
に
な
っ
て

5
回
目
の
春
を
迎
え
た
㊧
で
す
。
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